会　議　録
	会議名
	平成２９年度第２回山陽小野田市文化財審議会

	開催日時
	平成３０年３月９日（金）　午後１時３０分から午後４時００分

	開催場所
	教育委員会会議室

	出席者
	磯部吉秀、開初茂夫、嶋田紀和、瀬口哲義、德重壽美雄、原田直宏、松永保美

	欠席者
	なし

	事務局
	宮内茂則（教育長）、和西禎行（社会教育課課長）、臼井謙治（社会教育課課長補佐）、若山さやか（歴史民俗資料館館長）中村扶実子（社会教育課係長）

	会議次第
	１　開会のことば

２　会長あいさつ
３　教育長あいさつ
４　議題
（１）勘場屋敷の指定について
（２）汐止記念石看板設置について
５　報告
（１）ふるさと文化遺産「高泊開作」について
（２）平成３０年度の事業説明について
（３）竜王山のハマセンダンについて
（４）ハマボウについて
６　その他

	会議結果
	４　議　題
（1） 勘場屋敷の指定について
勘場屋敷を市指定史跡とすることについて諮問した。審議会としては、指定文化財とする価値が十分あるという考えである。しかし、史跡として指定すると、建物の保存・修復がなされずすぐに解体されるのではないかという懸念がある。建物をできるだけ残す方法を検討して欲しいという意見が多数。また、活用方法を考えた整備が必要であるという意見が出された。次回の審議会で現地視察を行い、来年度中に審議会としての意見をまとめ、答申していただく予定。
（2） 汐止記念石看板設置について
ふるさと文化遺産「高泊開作」に関連する文化財であり、現在標柱のみで説明版がない。設置案を示し、委員に意見を伺った。ふるさと文化遺産の看板は決まった規格があるのでそれを使用すること、文章に堤防が２回決壊したことと五挺唐樋以外にもう一箇所樋門が造られたことを追記すること、の２点について意見が出た。
（1） ５　報　告
（2） ふるさと文化遺産「高泊開作」について
前回の文化財審議会でのご意見をもとに修正し、平成２９年９月に登録したことを報告した。

（3） 平成３０年度の事業説明について
平成３０年度の文化財関連の主要事業について説明。主なものは、ふるさと文化遺産普及活用事業、旧小野田セメント製造株式会社竪窯補修に対する補助金交付事業、歴史民俗資料館の企画展、明治150年記念特別展「幕末維新という時代－厚狭毛利家家臣二歩家の記録－」である。
（4） 竜王山のハマセンダンについて
前回の文化財審議会での意見を受け、県に情報を上げた結果、平成３０年３月２日付けで県の天然記念物として指定された。今後は市が管理団体として維持管理を行う旨を説明した。
（5） ハマボウについて
有帆川及び厚狭川河口付近に自生しているハマボウは、山口県の絶滅危惧種Ⅱ類に指定されている貴重な植物であるから、何らかの保護措置が必要である。看板を設置し、市民への情報発信をお願いしたいという意見が出たが、河川管理との関係があるため、調査・検討する。
７　その他
・嶋田委員より、本山岬の階段付近を地元の方々が草刈・清掃されてきれいになったと報告あり。
・瀬口委員より、ヘリテージマネージャーについて情報提供あり。
・原田委員より、カブトガニの看板について現状報告あり。



